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○○○○と○○○○○の○○○に関する研究 

―○○○に対する○○― ←タイトル 11pt ゴシック体．副題は改行 

○岡山一朗，倉敷花子１），瀬戸春美２），備前高夫３）←氏名・所属 10pt明朝体．姓，名が一字の場合は一字空け 

○○大学歯学部○○講座，１）○○歯科医院（岡山県倉敷市），２）○○研究会（岡山市），３）○○○大学○○○

研究科 

索引用語：○○予防法，○○○調査，○○○法 ←索引用語入れる（3～5語）．10pt 明朝体 

目的：○○○が○○○○○の○○○予防に○○であること

は広く知られている１）．○○○を○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○２）．本研究では，○○○を対

象に，○○○○○○○○と○○○○○○○の○○○○○○

について○○○法で○○○することを目的とした． 
対象と方法：実験は，○○○○年から○○○○年の間に○

○市内の○○○○に○○○している○○○を対象に，○○

年間行われた．○○○○○○○○○○．○○○○○○○の

比較には，○○○の○○○法で，○○○○○○○の比較に

は，○○○の○○○の○○○検定法を用いた． 
結果：分析対象となった○○○は，○○のような分布とな

った．○○○○○○○○○○○．しかし，実験期間中，○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○のため，Ｂ群とＣ群の間で差はみられなかった． 
考察：○○○と○○○の併用により○○○予防効果が認め

られた．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○で

あったことや，○○が○○であったことによるものと考察

できる．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○． 
結論：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○と○○については実験期間中の○○○○○予

防効果の差はみられなかった．○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○． 
文献：１）大塚博壽，増田勝美，大西陽一郎：歯科医療管

理学の範疇を求めて―特に過去 10 年間・1,569 編の文献

の示す意義について―，日歯医療管理誌，24：79～83，
1990．２）Garner，L．D．：Tongue posture in normal 
occlusions，J．D．Res．，41：771～778，1962． 
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書体（フォント）はMS明朝，MSゴシックで統一．カタカナは全角，アルファベットおよび数字は半角．
25字×15行×二段組を目安とし，750文字以内に収まるようにする．この用紙より超過しないようにする
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